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【目 的】 当院で施行した肺定位照射について現状と問
題点を報告する.【方 法】 対象は 2004年 1月～2010
年 5月までに定位照射を施行した肺癌 28例である.年
齢の中央値 79歳, I期肺癌 24例,術後再発 4例で,組織





局所の治療効果は CR 12例,PR 8例,NC 6例,不明 2例
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【目 的】 食道癌に対し,複数の照射野をつなぎ合わせ
る seamless irradiation technique;SLIT法を用いた,
CDDP＋5-FU同時併用陽子線治療施行例の初期成績を
検討した.【方 法】 対象は 2010年 7月から 2011年 1
月までに治療した 7例. 陽子線治療は 2 GyE/frで 60




れも軽快した.【結 語】 SLIT法を用いた CDDP＋5-
FU同時併用陽子線治療は食道癌に対する有効で安全な
治療方法の一つである事が示唆された.
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